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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

追
加
接
種
（
３
回
目
）
の

た
め
の
経
費
補
正
。
追
加

金
額
２
，
２
６
６
万
５
，

０
０
０
円
は
全
額
国
か
ら

の
支
出
金
で
賄
わ
れ
る
。

12
月
よ
り
接
種
を
実
施
す

る
た
め
、
専
決
処
分
と
な

っ
た
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
。

　　　　

全
員
賛
成
に
よ
り
可

決
。
主
な
項
目
と
質
疑
応

答
は
以
下
の
通
り
。

　

現
在
発
生
し
て
い
る
待

機
児
童
対
策
と
し
て
建
物

２
階
の
和
室
を
改
修
し
て

使
用
す
る
。

問　

来
年
度
の
学
童
保

育
希
望
者
の
状
況
は
。

修
繕
に
よ
っ
て
受
入
れ

人
数
を
増
や
す
こ
と
が

可
能
な
の
か
。

答　

11
月
末
で
締
め
切
っ

た
来
年
度
の
学
童
保
育
園

申
込
者
は
、
龍
田
25
名
、

斑
鳩
１
１
８
名
、
太
田

２
０
１
名
、
石
海
１
１
１

名
。
石
海
学
童
保
育
園
は

現
在
定
員
１
０
０
名
の

所
、
改
修
に
よ
っ
て
20
名

の
増
員
が
可
能
。

　

西
側
玄
関
の
上
部
大
屋

根
の
雨
漏
り
や
東
西
２
カ

所
の
玄
関
ド
ア
等
を
修
理

す
る
。

問　

９
年
間
で
５
，

０
０
０
万
円
近
く
の
お
金

が
修
繕
関
係
、
改
修
関
係

に
使
わ
れ
て
い
る
。
今
後

の
修
繕
計
画
は
。

答　

定
期
的
な
点
検
や
適

宜
の
補
修
の
た
め
、
総
合

管
理
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
今
後
の
人
口
減
少
や

収
入
減
の
中
で
、
全
体
的

な
見
直
し
は
必
要
。
有
効

な
補
助
金
や
起
債
が
あ
る

時
期
に
、
集
中
し
て
公
共

施
設
を
修
繕
し
て
い
く
こ

と
も
大
切
だ
。
保
健
福
祉

会
館
は
避
難
場
所
に
な
っ

て
お
り
、
令
和
７
年
度
ま

で
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
、

期
間
内
に
修
繕
し
た
い
。

　

兵
庫
県
市
町
交
通
災
害

共
済
組
合
の
解
散
に
伴
う

分
配
金
を
、
太
子
町
交
通

安
全
対
策
基
金
を
新
た
に

創
設
し
て
積
み
立
て
る
。

基
金
設
置
に
関
す
る
条
例

案
も
上
程
。

問　

基
金
の
活
用
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
計
画
は
。

答　

通
常
の
交
通
安
全
対

策
は
県
か
ら
の
交
通
安
全

対
策
特
別
交
付
金
で
賄
っ

て
い
る
の
で
、
基
金
は
大

き
な
工
事
を
想
定
し
て
い

る
。
町
管
理
の
二
つ
の
歩

道
橋
の
塗
装
等
に
活
用
す

る
。

　

　

18
歳
以
下
の
子
供
１
人

当
た
り
10
万
円
相
当
の
給

付
の
う
ち
、
５
万
円
を
年

内
に
支
給
す
る
。
国
の
経

済
対
策
と
し
て
子
育
て

世
帯
に
支
援
す
る
。
町

内
の
給
付
対
象
者
は
６
，

２
５
３
人
の
見
込
み
。

問　

対
象
児
童
は
。
ま

た
、
い
つ
か
ら
振
り
込
み

が
開
始
さ
れ
る
か
。
高
校

生
は
申
請
制
に
な
る
と
思

う
が
、
そ
の
手
続
き
と
振

り
込
み
時
期
は
。

答　

令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
が
対

象
。
15
歳
ま
で
に
つ
い
て

は
、
児
童
手
当
の
振
込
先

を
活
用
し
て
年
内
支
給
を

目
指
す
。
高
校
生
と
年
内

臨時特別給付金、10万円一括支給が決定臨時特別給付金、10万円一括支給が決定
総額総額66億億22,,555555万円万円

(11月29日～12月19日)(11月29日～12月19日)1212月定例会月定例会

 　太子町議会定例会（第 495 回町議会）が、令和 3 年 11 月 29 日から 19 日間の日程で行われた。
一般会計補正予算（第 6 号）では、国による子育て世帯への臨時特別給付金 5 万円支給が組み込
まれたが、国の方針変更を受け、最終日の 12 月 17 日に 10 万円への増額補正を上程。全会一致で
の可決により、太子町では現金 10 万円の一括支給が決定した。

石
海
学
童
保
育
園
の

施
設
改
修
等

２
０
５
万
３
千
円

保
健
福
祉
会
館
西
館

漏
水
等
修
理

４
３
０
万
円

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
支
給

３
億
１
，２
６
５
万
円

交
通
安
全
対
策
費

４
，３
２
４
万
４
千
円

（
専
決
処
分
）

一
般
会
計
補
正
予
算

 (

第
５
号)

一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
６
号)

定例会 4日目 (12/3)

一般会計補正予算 (第 6号 ) 可決
5 万円の先行給付が決定

定例会最終日 (12/19)

一般会計補正予算 (第 7号 ) 可決
10 万円への増額を決定

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告
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国
会
で
の
岸
田
総
理
の
答
弁
を
受
け
、

国
か
ら
町
に
通
知
。
残
り
５
万
円
の
扱
い

は
自
治
体
の
裁
量
と
な
っ
た
。
太
子
町
と

し
て
は
現
金
で
の
一
括
給
付
の
方
針
を
決

め
、
５
万
円
か
ら
10
万
円
に
金
額
を
変

更
。
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

の
予
算
と
し
て
３
億
１
，
２
９
０
万
１
千

円
を
追
加
す
る
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
。

　　

　

中
村
薫
氏
（
太
田
）
の
推
薦
に
対
す
る

異
議
は
な
く
、
同
氏
の
推
薦
が
決
定
。

　

　

現
場
精
査
に
よ
り
歩
道
部
の
修
繕

と
安
全
対
策
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
契
約
額
を
変
更
す
る
。
２
，

２
３
２
万
１
０
０
円
の
追
加
、
総
額
は

１
億
１
，
９
６
７
万
１
０
０
円
と
な
る
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
。

支
給
以
降
に
生
ま
れ
た
０

歳
児
に
つ
い
て
は
、
振
込

先
等
の
情
報
が
な
い
た
め

申
請
制
に
な
り
、
振
り
込

み
は
年
明
け
に
な
る
だ
ろ

う
。

問　

今
回
は
10
万
円
の
う

ち
の
５
万
円
、
春
ま
で
の

残
り
５
万
円
は
ク
ー
ポ
ン

配
布
等
の
報
道
が
あ
り
、

自
治
体
の
判
断
で
現
金
給

付
で
も
可
と
い
う
話
も
あ

る
。
現
時
点
で
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答　

つ
い
先
日
、
自
治
体

判
断
で
残
り
５
万
円
も
現

金
給
付
で
よ
い
と
政
府
の

方
針
が
変
わ
っ
た
が
、
町

と
し
て
の
検
討
は
で
き
て

い
な
い
。
担
当
課
と
し
て

は
、
早
く
支
給
す
る
た
め

に
現
金
給
付
と
し
た
い
。

※
こ
の
後
、
議
会
最
終
日

（
12
月
17
日
）
に
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
が
追
加
で
提
案
さ

れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算  (

第
７
号)

条
例
改
正
等

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

（
太
子
陸
橋
舗
装
修
繕
工
事
）

　

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

に
付
託
し
て
審
議
（
→
13
ペ
ー

ジ
参
照
）。
審
査
報
告
を
受
け
、

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

　

右
３
件
の
条
例
に
つ
い
て
は
、

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

し
て
審
議
（
→
15
ペ
ー
ジ
参
照
）。

審
査
報
告
を
受
け
、
い
ず
れ
も

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

・
公
共
施
設
建
設
基
金
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

・
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

・
交
通
安
全
対
策
基
金
条
例

の
制
定

・
町
立
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

訴
え
の
提
起

（
柳
池
総
合
公
園
多
目
的
広
場
外
整
備
工
事
）

訴
え
の
提
起

（
柳
池
総
合
公
園
広
場
・
道
路
外
整
備
工
事
）

　

柳
池
総
合
公
園
体
験
学
習
施
設
の
電
気
機
械
設

備
工
事
（
令
和
２
年
３
月
契
約
）
に
当
た
り
、
あ

ら
か
じ
め
埋
設
し
て
あ
っ
た
電
線
管
路
に
瑕か

し疵
が

あ
り
、
管
路
の
変
形
等
に
よ
り
電
気
ケ
ー
ブ
ル
が

通
ら
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
町
は
こ
れ
を
施
工

業
者
に
よ
る
重
大
な
過
失
で
あ
る
と
し
て
、
電
線

管
路
埋
設
の
施
工
業
者
２
社
に
対
し
、
当
該
瑕
疵

を
補
修
す
る
た
め
の
費
用
の
支
払
い
を
求
め
提
訴

す
る
意
向
。

　

町
当
局
に
よ
る
と
、
問
題
の
瑕
疵
は
、
柳
池
総

合
公
園
多
目
的
広
場
外
整
備
工
事
（
平
成
26
年
８

月
契
約
）
お
よ
び
柳
池
総
合
公
園
広
場
・
道
路
外

整
備
工
事
（
平
成
28
年
１
月
）
に
お
い
て
発
生
し

た
も
の
で
あ
り
、
施
工
業
者
に
求
め
る
損
害
賠
償

額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５
３
２
万
７
，３
０
０
円
お
よ

び
２
７
６
万
７
，６
０
０
円
で
あ
る
と
い
う
。

　

両
案
件
は
、
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
し
て
審
議
（
→
13
ペ
ー
ジ
参
照
）
さ
れ
、
委
員

会
で
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
た
が
、
電

線
管
路
埋
設
工
事
に
お
け
る
町
の
管
理
責
任
等
を

巡
り
本
会
議
で
は
意
見
が
分
か
れ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
８
対
５
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。

総合公園の
ナイター照明

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告
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賛成賛成

上
山 
隆
弘 
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
状
況
に
伴
い
、
国
や
県
の
対
応

か
ら
補
正
が
発
生
す
る
こ
と
は
理
解
す
る
。
し
か
し
中

身
に
つ
い
て
、
訴
え
の
提
起
も
そ
う
だ
が
、
自
治
体
と

し
て
の
役
割
の
責
任
と
将
来
の
目
標
に
お
い
て
不
安
を

感
じ
る
。
１
つ
１
つ
の
事
業
に
つ
い
て
補
正
が
必
要
な

の
か
確
認
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
箇
所
が
あ
る
。
補
正
対

応
せ
ず
計
画
的
な
運
営
を
求
め
た
い
が
、
答
弁
か
ら
は

そ
の
努
力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
賛
成
と
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

反対反対反対反対

反対反対反対反対

　
「
施
工
ミ
ス
に
よ
る
管
理
上
の
注
意
義
務
違
反
を
認
め
る
傾

向
」
が
あ
る
。
当
事
者
間
の
意
見
聴
聞
も
十
分
で
は
な
く
、
委

員
会
の
質
疑
に
対
し
当
局
の
応
答
は
、
言げ
ん

質ち

を
取
り
訴
訟
し
て

い
る
と
判
断
で
き
ず
反
対
と
し
た
。

　

ガ
ラ
を
取
り
除
い
て
埋
め
戻
す
こ
と
と
設
計
書
に
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
た
め
、
埋
め
戻
し
の
と
き

に
管
路
が
傷
つ
き
閉
塞
に
至
っ
た
も
の
と
い
う
当
局
の
説
明
が

あ
っ
た
。
完
了
検
査
は
合
格
し
、
年
数
も
経
っ
て
い
る
も
の
の

顧
問
弁
護
士
の
見
解
は
「
検
査
の
中
で
見
抜
け
な
い
こ
と
や
写

真
で
も
確
認
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
得
る
。
町
の
落
ち
度
で
は

な
い
」
と
の
こ
と
。
不
具
合
の
あ
る
工
事
を
し
た
業
者
に
対
し

て
は
訴
訟
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

国
の
「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済

対
策
」
に
お
い
て
、
我
が
国
の
子
供
た
ち
を
力
強
く
支

援
し
そ
の
未
来
を
開
く
観
点
か
ら
、
卒
業
・
入
学
な
ど

新
学
期
に
向
け
た
生
活
用
品
や
子
育
て
に
係
る
サ
ー
ビ

ス
に
利
用
で
き
る「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
」を
、

12
月
13
日
の
岸
田
総
理
大
臣
の
現
金
10
万
円
年
内
一
括

給
付
を
認
め
る
発
言
を
受
け
、
太
子
町
も
年
内
に
現
金

一
括
給
付
を
す
る
と
い
う
決
断
を
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

委
員
会
で
は
賛
成
を
し
た
が
、
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て

み
た
。
そ
の
結
果
は
同
僚
の
出
原
、
上
山
議
員
ら
の
発
言
の
と

お
り
疑
問
点
が
多
々
あ
り
、
こ
の
ま
ま
賛
成
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
た
め
、
反
対
と
す
る
。
最
大
の
疑
問
は
、
弁
護
士
が
勝

て
る
と
言
っ
て
い
る
か
ら
裁
判
を
や
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
納

得
で
き
な
い
。
安
易
に
弁
護
士
に
責
任
を
転
嫁
す
る
よ
う
な
内

容
で
は
、
と
て
も
で
は
な
い
が
賛
成
で
き
な
い
。

　

瑕か

し疵
が
生
じ
た
と
さ
れ
る
工
事
に
関
し
て
の
設

計
書
等
、書
類
が
委
員
会
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、訴
訟
に
至
る
ま
で
の
相
手
側
と
の
調
整
や
、

訴
訟
の
末
に
減
額
が
生
じ
た
場
合
の
責
任
の
所
在

な
ど
、
委
員
会
で
の
質
疑
に
対
し
て
当
局
側
は
明

確
な
答
弁
を
し
て
い
な
い
。
訴
訟
前
だ
か
ら
詳
細

資
料
を
出
せ
な
い
と
い
う
事
情
は
理
解
す
る
が
、

こ
れ
で
は
町
が
訴
訟
に
踏
み
切
る
こ
と
が
適
切
か

ど
う
か
を
議
会
と
し
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
る
。

　

議
会
に
対
し
理
解
を
求
め
る
姿
勢
を
感
じ
な

い
。
説
明
が
不
足
し
て
お
り
判
断
出
来
な
い
。
賠

償
請
求
額
の
根
拠
、
な
ぜ
請
負
代
金
の
金
額
の
対

応
と
し
て
い
る
の
か
。
公
共
工
事
が
甘
い
監
視
体

制
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
不
安
を
感
じ
る
。

行
政
と
し
て
の
体
質
改
善
と
、
こ
う
い
っ
た
こ
と

が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
。
裁
判

の
見
通
し
の
で
き
て
い
な
い
副
町
長
の
答
弁
も
遺

憾
。
町
、
業
者
双
方
が
傷
つ
く
形
で
な
く
違
っ
た

方
法
で
対
応
す
る
こ
と
が
行
政
の
姿
勢
と
考
え
、

後
先
を
考
え
な
い
安
易
な
判
断
で
あ
る
。

出
原 

賢
治 

議
員

上
山 

隆
弘 

議
員

吉
田 

正
之 

議
員

藤
澤 

元
之
介 

議
員

賛成賛成

井
村 

淳
子 

議
員

賛成賛成

井
村 

淳
子 

議
員

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

ザ･

討
論

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告

訴
え
の
提
起
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マークのあるテーマを掲載しています。その他のテーマ、全文は会議録・動画をご覧ください。　各QRコードから動画をご覧いただけます。

定例会２、３日目（11月30日〜12月1日）の一般質問
に６人の議員が登壇し、町執行機関に対し行政の
在り方など議論が行われた。一  般  質  問一  般  質  問

議案賛成者は「○」、反対者は「×」とします。退席者は「退」、欠席者は「欠」とします。
議長は「―」、議長に表決権はありません。賛否の分かれた議案等

令和３年12月定例会議決結果

議員別賛否一覧
賛
成
反  

対
結果

松　

浦　

崇　

志

出　

原　

賢　

治

森　

田　

哲　

夫

吉　

田　

正　

之

長
谷
川　

正　

信

玉　

田　

正　

典

上　

山　

隆　

弘

中　

薮　

清　

志

堀　
　
　

卓　

史

首　

藤　

佳　

隆

清　

原　

良　

典

井　

村　

淳　

子

藤　

澤　

元
之
介

中　

島　

貞　

次

訴えの提起（柳池総合公園多目的広場外整備工事） 8 ５ 原案
可決 ○ × ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × －

訴えの提起（柳池総合公園広場・道路外整備工事） ８ ５ 原案
可決 ○ × ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × －

全員賛成で可決・承認した議案等

質問者 質　問 掲載頁

首藤　佳隆
さらなる行政改革でもっと住み良いまちに

P6
教育を受けるなら太子町と呼ばれるように

松浦　崇志
教育は、まちの未来への投資だ！

P6
効果的な町長の出張用務の選択について

中薮　清志
もっともっと太子町のＰＲを

P7
今の給食にプラス１で子どもたちに笑顔を

吉田　正之

町長の報告等について真意を問う

P7加西市に多大な迷惑をかけたが、その後どのように対処したのか

社会福祉法人太子町社会福祉協議会の再建計画はできたのか

井村　淳子
学童保育園は安心・安全の場所になっているか

P8
流産や死産を経験した女性等への支援体制の構築を求める

上山　隆弘

職員の採用計画について

P8
ごみ焼却場の改築について

太子町公共施設等個別施設計画について

町長の政治姿勢について

条例

公共施設建設基金の設置及び管理に関する条例
（一部改正）

交通安全対策基金条例の制定

国民健康保険条例（一部改正）

町立グラウンドの設置及び管理に関する条例
（一部改正）

規約
工事請負変更契約の締結（太子陸橋舗装修繕工事）

工事請負契約の締結
（旧環境センター解体・撤去工事）

意
見
書

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税
財源の充実を求める意見書

令
和
３
年
度
補
正
予
算

一般会計補正予算（第6号）

国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

介護保険特別会計補正予算（第3号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

水道事業会計補正予算（第3号）

下水道事業会計補正予算（第2号）

一般会計補正予算（第7号）

諮問 人権擁護委員の推せんにつき意見を求めることについて

承認 専決処分したものにつき承認を求めることについて
（一般会計補正予算（第5号））

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告
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松
浦　

昨
年
町
長

が
真
摯
な
協
議
な

く
教
育
委
員
会
の

第
一
要
望
予
算
を

カ
ッ
ト
し
た
事
実

が
判
明
し
て
以

降
、
太
子
町
の
教

育
行
政
に
対
す
る

不
安
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
辞
意
を
撤
回

さ
れ
た
２
名
の
教
育
委
員

と
の
関
係
改
善
は
。

町
長　

会
っ
て
い
な
い

し
、
意
見
交
換
も
し
て
い

な
い
。

松
浦　

教
育
長
職
へ
の
打

診
の
際
、
町
長
か
ら
ど
の

よ
う
な
熱
意
あ
る
言
葉
を

受
け
た
の
か
。

教
育
長　

特
に
町
長
か
ら

教
育
行
政
を
ど
う
し
た
い

と
い
う
話
は
な
か
っ
た
。

松
浦　

太
子
町
の
未
来
の

た
め
に
教
育
行
政
を
一
日

も
早
く
正
常
に
戻
し
、
教

育
分
野
に
し
っ
か
り
投
資

を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
コ
ロ
ナ
と
夏
の
暑
さ

か
ら
子
ど
も
の
命
を
守

り
、
快
適
な
学
習
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
が
、
教
育

の
ま
ち
太
子
町
を
実
現

し
、
町
の
発
展
を
生
む
。

そ
の
た
め
に
も
問
題
の
発

端
と
な
っ
た
小
中
学
校
の

特
別
教
室
の
空
調
設
備
設

置
は
、
来
年
度
に
は
実
現

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
新
教
育
長
及
び
町
長

の
見
解
は
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
の

安
心
安
全
の
た
め
の
最
重

要
案
件
で
あ
り
、
教
育
委

員
会
と
し
て
は
来
年
度
予

算
に
要
求
す
る
予
定
だ
。

町
長　

教
育
委
員
会
と
の

協
議
を
踏
ま
え
、
令
和
４

年
度
に
設
置
工
事
を
行
う

予
定
で
調
整
し
て
い
る
。

首
藤　

以
前
か
ら

再
考
を
促
し
て
き

た
が
、
高
齢
者
や

す
ら
ぎ
タ
ク
シ
ー

対
象
補
助
の
拡
大

は
本
当
に
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

高
齢
世

帯
等
限
定
の
タ
ク
シ
ー
運

賃
助
成
利
用
券
の
発
行

は
、
令
和
元
年
度
末
の

６
０
８
世
帯
か
ら
令
和
２

年
度
末
は
６
５
２
世
帯
と

44
世
帯
増
加
。
ま
た
、
今

後
、
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５

年
以
降
に
は
、
現
行
制
度

を
維
持
し
た
ら
発
行
世
帯

数
は
急
増
す
る
。

　

日
中
独
居
の
高
齢
者
か

ら
の
声
は
届
い
て
い
る

が
、
同
居
家
族
の
状
況
を

個
別
に
把
握
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
拡
大
す
る
に
は

全
て
の
世
帯
を
対
象
と
す

る
必
要
が
あ
り
、
財
政
上

か
ら
も
非
常
に
難
し
い
。

首
藤　

こ
れ
ま
で
も
全
て

の
方
に
対
象
の
枠
を
広
げ

る
と
約
７
千
万
円
の
予
算

が
か
か
り
、
財
政
的
に
困

難
だ
と
答
弁
さ
れ
て
き
た

わ
け
だ
が
、
日
中
独
居
の

方
々
が
通
院
さ
れ
る
場
合

等
、
本
当
に
必
要
な
方
々

に
対
象
を
絞
り
込
む
方
法

を
考
え
直
す
べ
き
だ
。

生
活
福
祉
部
長　

現
行
制

度
に
問
題
が
あ
る
こ
と
も

認
識
し
て
お
り
、
年
々
申

請
件
数
が
増
加
し
て
い
く

中
、
財
政
面
も
考
慮
し
つ

つ
、
配
布
枚
数
の
上
限
を

抑
制
し
て
広
く
配
付
す
べ

き
か
ど
う
か
も
含
め
、
ど

う
い
う
制
度
設
計
が
ふ
さ

わ
し
い
の
か
、
一
度
再
検

討
し
て
み
た
い
。

松浦 崇志 議員

首藤 佳隆 議員

問

問

答

答

辞意を撤回した教育委員
２名との関係改善は

本当に必要な方々に対象拡大を

会っていないし、
意見交換もしていない

制度設計を再検討したい

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告
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中
薮　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
給

食
の
黙
食
や
学
校
生
活
が

制
限
さ
れ
て
い
る
。
町
負

担
で
１
食
当
た
り
の
食
材

費
を
追
加
し
て
栄
養
の
補

充
と
併
せ
、
子
ど
も
た
ち

の
学
校
で
の
楽
し
み
を
増

や
す
こ
と
を
考
え
て
は
。

教
育
次
長　

食
材
の
見
直

し
等
で
や
り
く
り
し
て
い

る
が
限
界
が
あ
る
。
町
負

担
も
案
と
し
て
協
議
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

中
薮　

食
材
が
高
騰
し
て

い
る
中
、
給
食
費
の
値
上

げ
は
難
し
い
と
思
う
が
。

教
育
次
長　

高
騰
を
そ
の

ま
ま
反
映
す
る
の
は
非
常

に
難
し
い
。
一
部
町
負
担

も
視
野
に
入
れ
、
適
正
な

料
金
で
運
営
し
た

い
。

中
薮　

現
状
維
持

で
は
な
く
、
今
の

給
食
に
プ
ラ
ス
で

１
品
増
や
し
て
、

更
に
お
い
し
く
て

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
れ
ば
子

ど
も
た
ち
が
笑
顔
に
な
る

の
で
は
と
考
え
て
提
案
し

て
い
る
が
。

教
育
次
長　

限
ら
れ
た
予

算
の
範
囲
で
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
１
品
プ
ラ
ス
を
し

た
り
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
た
り
し
て
い
る
。

中
薮　

ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
の
利
用
は
検
討
に
値
す

る
の
で
は
。

総
務
部
長　

ま
ず
町
で
負

担
す
る
か
の
議
論
が
進
ん

で
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
利
用
も
検
討
す
る
こ
と

に
な
る
か
と
考
え
る
。

中薮 清志 議員

吉田 正之 議員

問

問

答

答

町負担で更なる給食内容の充実を

町政混乱解消に係る要望書の進捗は

現在、協議している

中間報告であり、今後も報告する

吉
田　

町
政
混
乱
解
消
に

係
る
要
望
書
に
対
す
る
回

答
は
、
進
捗
中
で
中
間
報

告
と
捉
え
て
良
い
か
。
ま

た
町
長
の
勘
違
い
で
始
ま

っ
た
混
乱
に
今
後
ど
の
よ

う
な
歯
止
め
を
す
る
の
か
。

副
町
長　

今
回
の
報
告
書

は
中
間
報
告
で
あ
る
。
１

次
の
副
町
長
査
定
か
ら
町

長
も
出
席
し
、
各
所
属
の

要
求
内
容
を
確
認
し
て
、

予
算
を
編
成
し
て
い
く
。

●
加
西
市
へ
の
対
処
は

吉
田　

加
西
市
で
楢
野
教

育
長
の
後
任
の
先
生
は
決

ま
っ
た
の
か
。

副
町
長　

後
任
は
決
ま
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
社
会
福
祉
協
議

会
の
再
建
計
画
は

吉
田　

社
会
福
祉

協
議
会
が
毎
年
多

額
の
赤
字
を
出
し

て
お
り
、
再
建
計

画
は
で
き
た
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

社
協
の

第
５
次
地
域
福
祉
推
進
計

画
を
作
成
し
、
財
政
健
全

化
、
経
営
安
定
化
の
項
目

を
設
け
、
現
在
計
画
し
て

い
る
。
ま
た
、
即
座
に
取

り
組
め
る
改
善
策
は
理
事

会
で
財
政
健
全
化
、
経
営

安
定
化
の
方
針
が
承
認
さ

れ
次
第
、取
組
ん
で
い
く
。

吉
田　

計
画
は
未
だ
出

来
て
お
ら
ず
、
平
成
28

年
か
ら
合
計
で
約
６
，

５
０
０
万
円
の
赤
字
で
あ

る
。
民
間
企
業
で
あ
れ
ば

倒
産
も
。
組
織
体
と
し
て

問
題
で
は
。

生
活
福
祉
部
長　

社
協
、

独
自
の
事
業
の
中
で
経
費

節
減
を
図
る
よ
う
指
導
し

て
い
く
。

子どもたちに人気のカレー

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
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井
村 

学
童
保
育

園
の
待
機
児
童
数

と
今
後
の
対
応

は
。

生
活
福
祉
部
長　

11
月
１
日
現
在
の

待
機
者
は
太
田
12

人
、
石
海
９
人
で
あ
る
。

そ
の
解
消
に
向
け
て
石
海

学
童
の
２
階
和
室
を
改
修

し
、
太
田
幼
稚
園
敷
地
内

に
２
階
建
て
プ
レ
ハ
ブ
教

室
を
建
設
予
定
で
あ
る
。

井
村　

旧
給
食
セ
ン
タ
ー

跡
地
を
石
海
学
童
保
育
園

と
し
て
利
用
す
る
考
え

は
。

生
活
福
祉
部
長　

Ｊ
Ａ
兵

庫
西
（
昭
和
59
年
建
築
）

か
ら
借
用
し
て
い
る
現
施

設
は
老
朽
化
が
著
し
い
。

今
後
抜
本
的
な
対
応
を
し

て
い
く
が
、
跡
地
利
用
は

協
議
中
で
あ
る
。

井
村　

学
童
支
援
員
等
の

現
状
と
ト
ラ
ブ
ル
対
応
、

教
育
委
員
会
と
の
連
携
は
。

生
活
福
祉
部
長　

支
援

員
・
補
助
員
不
足
は
慢
性

化
し
、
人
材
派
遣
会
社
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
の
応
援
で
対
応

し
て
い
る
。
今
後
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
全
学
童
保

育
園
を
民
間
委
託
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

教
育
次
長　

学
校
教
員
あ

る
い
は
教
育
委
員
会
職
員

が
加
わ
っ
て
、
課
題
解
決

に
努
め
て
い
く
。

●
流
産
、
死
産
を
経
験

し
た
女
性
へ
の
支
援
を

井
村　

産
後
心
身
の
ケ
ア

が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
支
援
の
対
象
か

ら
外
れ
て
い
る
が
、
当
町

の
対
応
は
。

生
活
福
祉
部
長　

相
談
窓

口
や
情
報
提
供
等
、
体
制

整
備
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

井村 淳子 議員

問

答

学童保育園は安心・安全の
運営が出来ているのか

教育委員会も連携し
諸課題の解決に努めていく

上
山　

専
門
職
員

採
用
の
考
え
方
や

今
後
ど
の
よ
う
に

見
出
す
の
か
。

総
務
部
長　

退
職

者
補
充
を
原
則
と

す
る
。
専
門
職
の

公
務
員
志
望
者
が
減
少

し
て
い
る
中
、
学
校
等

に
出
向
き
、
本
町
の
魅

力
を
発
信
し
、
選
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
勧
奨

し
て
い
る
。
ま
た
建
築
、

土
木
職
員
の
人
材
確
保

が
困
難
な
状
況
。
更
に
福

祉
分
野
の
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
等
の
人
材
確
保

が
必
要
で
あ
る
。

上
山　

公
務
員
試
験
自
体

を
や
め
、
適
性
試
験
、
Ｓ

Ｐ
Ｉ
を
重
視
す
る
自
治
体

や
採
用
サ
イ
ト
な
ど
工
夫

し
て
い
る
。
太
子
町
も
ど

ん
な
人
材
を
求
め
て
い
る

の
か
、
広
報
し
て
は
。

総
務
部
長　

就
職
氷
河

期
世
代
の
採
用
、
コ
ロ
ナ

の
関
係
で
内
定
取
消
し

者
の
募
集
と
、
創
意
工
夫

を
し
て
い
る
。
太
子
町
の

魅
力
を
幅
広
く
伝
え
て
、

太
子
町
で
働
い
て
み
た

い
と
い
う
よ
う
な
意
欲

を
持
っ
て
応
募
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。

上
山　

行
政
運
営
上
、
新

た
に
広
域
行
政
化
す
る
考

え
は
。

総
務
部
長　

日
本
の
未
来

を
開
く
４
つ
の
原
動
力
と

し
て
グ
リ
ー
ン
・
デ
ジ
タ

ル
・
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
・
少
子
化
対
策
を
西
播

磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏

と
連
携
し
推
進
し
て
い

く
。

上山 隆弘 議員

問

答

専門職員採用の考え方は

退職者補充を原則とするも
創意工夫する

※
Ｓ
Ｐ
Ｉ
と
は

　

S
y

n
th

e
tic P

e
rso

n
a

lity 
Inventory

＝
総
合
適
性
検
査
」

の
略
で
、「
能
力
適
性
検
査
」と「
性

格
適
性
検
査
」
の
２
つ
を
合
わ
せ

た
試
験
で
す
。

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告
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No.201  令和４年1月25日号

あの日あの日
あの時あの時

あの質問あの質問 どうなったどうなった
以前の あの答弁あの答弁

以前の定例会での一般質問が、その後どのように反映されたかを追跡！

平成平成2929年年  1010月月2525日号日号よりより  184号

質疑質疑質疑質疑
　早急に庁舎活用委員
会等を立ち上げ、住民主
体の開かれた施設に向け
取り組んでまいりたい。答弁答弁答弁答弁

その後その後その後その後

　 様々なコンセプトが 盛り
込まれていた、チャレンジ精
神旺盛な空間が存在する庁
舎。建設的な活用方法は？

                                      議会事務局職員の発案により、議会の議会事務局職員の発案により、議会の
承認を得て、議場がスタディホール（自習室）に承認を得て、議場がスタディホール（自習室）に！！！！

利用者の意見
（たつの市在住の20歳男性）

大きな空間で静かに落ち着いて
勉強できました、今年こそは

医学部に合格する様に頑張ります。

議会棟の議場や会議室が

色々 な展示場や各種団体、

審議会等の会議場に

有効に利用されている！

　春に咲く芝桜の花壇があり、

展望デッキとして住民の

憩いの場として開放！
神戸新聞に掲載

議会は、堅苦しい、

その様な場所とは思っていませんか？

まあ一度、議会棟屋上に上がって観て下さい

展望デッキでのんびりできると思いますよ

議会棟屋上

平成30年７月23日～８月24日　363人
令和元年７月22日～８月23日　411人
令和３年７月21日～８月19日　124人

【新　聞】神戸新聞・毎日新聞・朝日新聞・読売新聞に掲載された。
【テレビ】NHK、MBS放送、サンテレビ、WINKで放映紹介された。

利用日及び利用者数

※令和２年度は新型コロナの影響を受け中止
　令和３年度は新型コロナ対策で利用者の人数制限を
　行いながら実施

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告
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太子町議会だより
No.201  令和４年1月25日号

太子町議会

本会議

全員協議会

議会運営委員会

福祉文教常任委員会

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

総務経済建設常任委員会 →詳細は12ページ

→詳細は14ページ

　町の仕事は幅広く複雑です。より専門的な審査を行うために設けられているの
が委員会です。委員会には常任委員会、議会運営委員会、特別委員会があります。
　太子町議会には 2つの常任委員会があり、議長を除く全議員は、いずれかの委
員会に属します。常任委員会では、所管する分野について、議案をより詳細に審査
する（付託案件審査）他、町の課題についての調査・研究も行っています。
　任期は2年としています。

どんなことを
  しているの？町議会は

　副議長と２期以上の議員か
ら３人とそれ以外の議員か
ら２人を選任し定数６人で
構成されています。また２年
交替としています。

①議会の運営に関する事項
②議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項
③議長の諮問に関する事項
④管外派遣について
⑤その他
　委員会は、原則として毎月20日に開催しています。

　12月20日の委員会では３月定例会につい
て当局と日程、付議予定案件の確認、「議会Ｉ
ＣＴ化」に向けた協議の進捗状況の確認、役職
任期２年の検証、「議会議員政治倫理条例等の
見直し」について等の協議をしその結果を全
員協議会に報告をした。

　議会を円滑かつ効率的に進
めるために、審議する議案や
請願等の提出状況等をあらかじ
め把握するなど、議会運営全
般にわたる事項について審議し
ます。

委員の
選び方は？

どんな役割なの？直近の委員会の様子

調査事項は？

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告

　原則として毎月27日に開催される全
員協議会では、議員全員が委員会から
の報告を受け、議会全般に関する協議
を行います。
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議会だより

本会議場

議長 ・副議長

広報広聴委員会

議会棟入口

議長・副議長室

　現在の太子町民は 33,815 人（令和４年１月１日現在）。
住みよい太子町にするために、町民がみんなで直接話し合って実行
していくことが最も望ましいことですが、全員が集まることは困難
です。そこで、代表者（議員）を町民の中から選び、組織されてい
るのが議会です。全町民を代表して条例を制定したり、行政のチェッ
クをし、町民の立場から町政をどのように進めるのがよいかを話し
合い、決めることが町議会の主な役目です。
　議員定数は現在 15人となっています。 

　本会議は、議員全員によって構成され、
議会の最終的な意思を決めます。
　町からの議案の審議では、町長が提案
理由を述べ、議員が質疑し、賛成、反対
を明らかにします。
　年に 4 回（3 月、6 月、9 月、12 月）
招集される定例会と、必要に応じて招集
される臨時会とがあります。

　議長と副議長は、議員の中から選挙で選ばれます。
　議長は、議場の秩序を保持し、議事を整理し、議会の事務を
統理する権限と、議会を代表する地位を与えられています。
　副議長は議長を補佐し、議長不在の時に議長を代行します。

　特定の事件を審査するために、必要に応じ
て設置されるのが特別委員会です。特別委員
会は、本会議の議決により、一定の期間を決
めて設置されます。
　予算委員会や決算委員会は特別委員会で
す。昨年は、議会の ICT 化を推進するための
特別委員会が設置されました。
　また、この議会だよりを発行している広報
広聴委員会も特別委員会の位置付けです。

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告
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No.201  令和４年1月25日号

　
「
総
務
」「
経
済
」「
建

設
」
に
関
わ
る
分
野
を
所

管
（
事
務
を
責
任
、
権
限

と
し
て
管
轄
す
る
こ
と
）

し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
原
則
と
し

て
毎
月
第
２
木
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

【
総
務
部
門
】

　

ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的

な
計
画
、
適
切
な
行
財
政

運
営
、
地
域
の
活
力
魅
力

づ
く
り
、
防
災
力
の
強

化
、
税
務
全
般
、
公
共
交

通
の
在
り
方
な
ど
、
幅
広

い
分
野
の
政
策
に
取
り
組

む
総
務
部
門
（
総
務
課
、

企
画
政
策
課
、
財
政
課
、

税
務
課
、
会
計
課
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
、
監
査

委
員
の
所
管
に
関
す
る
事

項
）
に
つ
い
て
、
審
査
・

調
査
・
研
究
・
提
言
を
行

な
い
ま
す
。

【
経
済
部
門
】

　

商
工
・
労
働
、
中
小
企

業
支
援
、
観
光
振
興
、
特

産
品
・
地
場
産
業
の
活
性

化
、
鳥
獣
駆
除
対
策
、
農

業
振
興
な
ど
、
町
民
の
暮

ら
し
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
の
経
済
部
門
（
主
に

産
業
経
済
課
と
農
業
委
員

会
の
所
管
に
関
す
る
事

項
）
に
つ
い
て
、
審
査
・

調
査
・
研
究
・
提
言
を
行

な
い
ま
す
。

【
建
設
部
門
】

　

公
共
施
設
・
公
園
の
建

設
や
維
持
管
理
、
道
路
や

上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
地
籍
調
査
、
空

き
家
対
策
な
ど
、
町
民
が

安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
建
設

部
門
（
主
に
ま
ち
づ
く
り

課
と
上
下
水
道
事
業
所
の

所
管
に
関
す
る
事
項
）
に

つ
い
て
、
審
査
・
調
査
・
研

究
・
提
言
を
行
な
い
ま
す
。　

　

今
期
は
、「
空
き
家
対

策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
課
題
調
査
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
反
比
例
す

る
形
で
空
き
家
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
太
子
町

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

太
子
町
独
自
の
空
き

家
課
題
に
力
点
を
置
き

な
が
ら
、
総
合
的
な
空

き
家
対
策
を
推
進
す
る

た
め
に
「
空
き
家
の
発

生
予
防
」「
空
き
家
の
利

活
用
」「
空
き
家
の
適
正

管
理
」
の
３
つ
の
項
目

に
分
類
し
、
調
査
研
究

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
空
き
家
対
策
」
に
つ

い
て
、
各
委
員
が
調
査

研
究
し
た
事
項
に
基
づ

き
、
担
当
課
と
質
疑
応

答
を
行
っ
た
。

　

太
子
町
空
き
家
等
審
査

会
委
員
で
一
般
社
団
法
人

兵
庫
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
西
播
磨
支
部
の
松
田

隆
氏
を
講
師
に
招
き
、
現

在
の
不
動
産
流
通
の
現
場

で
起
こ
っ
て
い
る
事
例
を

紹
介
い
た
だ
き
な
が
ら
、

実
家
の
相
続
時
に
生
じ
る

空
き
家
課
題
、
今
後
の
予

測
を
含
め
た
太
子
町
内
の

空
き
家
課
題
に
つ
い
て
、

専
門
的
知
見
を
深
め
る
た

め
講
習
会
を
実
施
し
た
。

　

議
会
棟
壁
面
等
の
修

繕
工
事
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
た
。

　　

温
度
変
化
等
に
よ
る
歪

み
が
原
因
で
、
タ
イ
ル
の

割
れ
や
浮
き
が
発
生
。
施

工
者
負
担
で
修
繕
を
行
っ

た
。
な
お
、
タ
イ
ル
を
外

し
た
際
、
下
の
壁
面
に
ひ

び
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

問　

今
後
も
同
様
の
修
繕

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

が
、
施
工
者
と
ど
の
よ
う

な
話
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　

通
常
の
維
持
管
理
の

中
で
、
例
え
ば
壁
面
に
ク

ラ
ッ
ク
等
が
あ
れ
ば
そ
の

都
度
、
そ
の
程
度
に
応
じ

て
、
修
繕
を
し
て
長
寿
命

化
を
図
る
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
維
持
管
理
を
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
最
善
だ

と
思
っ
て
い
る
。

10
月
14
日

11
月
11
日

12
月
７
日

所
管
事
務
調
査

課
題
調
査

持
続
可
能
な
ま
ち

持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て

づ
く
り
を
目
指
し
て

課
題
調
査

●
主
な
質
疑
応
答

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告

空き家等審査会委員の
松田氏による事例紹介

総務経済建設常任委員会の様子

議会棟の修繕工事の様子

●
説
明
概
要

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
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令
和
３
年
度
議
会
広

報
研
究
会
が
令
和
３
年

11
月
４
日
（
木
）、
神

戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
委
員
と
職

員
を
含
め
８
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

第
42
回
議
会
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
、
今
回

の
受
賞
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
講

師
で
も
あ
り
、
ビ
ジ
ョ

ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
も

あ
る
前
田
安
正
先
生
か

ら
は
、「
太
子
町
議
会
だ

よ
り
が
町
民
の
視
点
に

立
っ
て
お
り
、
活
発
な

議
論
の
様
子
が
見
え
て

く
る
」
と
し
て
称
賛
す

る
見
解
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
前
田
先
生

の
「
広
報
文
の
書
き
方
、

情
報
と
し
て
の
こ
と
ば

を
伝
え
る
」
と
題
し
た

講
演
で
は
読
み
手
の
共

感
を
引
き
出
せ
る
よ
う
、

伝
え
た
い
こ
と
を
前
に

出
す
文
章
構
造
や
編
集

を
学
び
ま
し
た
。
文
章

を
読
ん
で
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
、
文
章
を

書
く
目
的
で
あ
り
、
書

く
こ
と
が
目
的
に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
た
い

で
す
。
住
民
と
つ
な
が

り
、
読
み
や
す
く
魅
力

的
な
議
会
だ
よ
り
の
紙

面
づ
く
り
を
し
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

訴
え
の
提
起
２
件
、
条

例
１
件
に
つ
い
て
、
審
査

を
行
い
、
全
員
賛
成
に
よ

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
し

て
本
会
議
に
報
告
し
た
。

問　

業
者
と
話
し
合
い
を

し
た
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ

た
と
の
説
明
が
あ
っ
た

が
。

答　

業
者
２
社
に
対
し
、

改
善
要
求
を
行
っ
た
。
業

者
は
、
工
事
完
了
後
４
年

が
経
過
し
、
検
査
も
合
格

し
て
い
る
た
め
改
修
す
る

義
務
が
な
い
と
考
え
て
お

り
、
物
別
れ
に
な
っ
た
。

問　

当
該
箇
所
は
瑕か

し疵
で

あ
る
と
言
い
切
れ
る
の

か
。

答　

カ
メ
ラ
調
査
の
結
果

等
を
踏
ま
え
顧
問
弁
護
士

に
相
談
し
た
所
、
重
大
な
過

失
で
町
に
損
害
を
与
え
て
い

る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

問　

裁
判
に
な
る
前
の
段

階
で
和
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

答　

話
し
合
い
の
場
を
３

回
持
っ
た
が
、
合
意
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

問　

今
回
の
訴
訟
金
額
の

根
拠
と
内
訳
は
。

答　

管
路
が
通
ら
な
か
っ

た
部
分
に
つ
い
て
機
能
回

復
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

費
用
の
み
で
人
件
費
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

問　

満
額
の
勝
訴
と
な
ら

ず
減
額
さ
れ
た
場
合
に
、

差
額
は
ど
こ
が
負
担
す
る

の
か
。

答　

現
段
階
に
お
い
て
は

負
け
る
と
い
う
想
定
は
し

て
い
な
い
。

問　
「
顧
問
弁
護
士
の
見

解
で
勝
て
る
と
判
断
し
、

決
断
し
た
」
と
の
副
町
長

の
発
言
が
あ
っ
た
が
、 

勝

て
る
と
判
断
し
た
基
準
は

何
か
。

答　

減
額
さ
れ
る
意
思
を

持
っ
て
や
っ
て
い
な
い
。

あ
く
ま
で
も
相
手
方
に
全

額
支
払
い
を
求
め
る
と
い

う
意
思
で
提
訴
す
る
。

問　

管
路
の
閉
塞
は
経
年

変
化
に
よ
る
も
の
か
、
工

事
直
後
か
ら
起
こ
っ
て
い

た
も
の
か
。

答　

工
事
の
段
階
で
発
生

し
た
も
の
と
判
断
し
て
い

る
。

問　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
っ
た
原
因
検
証
や
今

後
の
防
止
策
は
。

答　

検
査
体
制
や
技
術
者

の
レ
ベ
ル
の
強
化
、
業
者

へ
の
指
導
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

問　
「
建
設
」
か
ら
「
整

備
」
へ
文
言
変
更
す
る
だ

け
で
よ
か
っ
た
の
で
は
。

答　

建
設
だ
け
で
は
な
く

土
地
の
取
得
や
施
設
の
除

却
な
ど
、
今
度
の
事
業
を

見
越
し
て
の
改
正
で
あ

る
。

問　

公
共
施
設
等
個
別

施
設
計
画
を
見
る
と
、

今
後
５
年
間
で
改
修
等

が
必
要
な
施
設
が
複
数

あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
想

定
し
た
も
の
か
。

答　

こ
の
条
例
改
正
は
具

体
的
な
施
設
を
想
定
し
た

も
の
で
は
な
い
。

読
み
や
す
く
魅
力
的
な
議
会
だ
よ
り
へ

読
み
や
す
く
魅
力
的
な
議
会
だ
よ
り
へ

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

（
柳
池
総
合
公
園
広
場
・

道
路
外
整
備
工
事
）

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告

公
共
施
設
建
設
基
金
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

広
報
広
聴
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

12
月
７
日

付
託
案
件
審
査

●
主
な
質
疑
応
答

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

（
柳
池
総
合
公
園
多
目
的

広
場
外
整
備
工
事
）

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

広報研究会の様子
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「
福
祉
」
と
「
教
育
」

に
関
わ
る
分
野
を
所
管

（
事
務
を
責
任
、
権
限
と

し
て
管
轄
す
る
こ
と
）
し

て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
原
則
と
し

て
毎
月
第
２
水
曜
日
に
開

催
を
し
て
い
ま
す
。

【
生
活
福
祉
部
局
】

　

町
民
課
・
生
活
環
境
課
・

社
会
福
祉
課
・
高
年
介
護

課
・
さ
わ
や
か
健
康
課
が

行
う
事
務
に
つ
い
て
。

【
教
育
委
員
会
部
局
】

　

教
育
委
員
会
管
理
課
・

社
会
教
育
課
・
文
化
推

進
課
が
行
う
事
務
に
つ

い
て
。

　

現
在
、
一
昨
年
よ
り

続
く
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
を
重

点
項
目
と
位
置
づ
け
、

影
響
を
受
け
る
部
分
へ

の
確
認
と
提
案
を
進
め

て
い
ま
す
。
改
選
後
の

議
会
で
は
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
児
童
館
の

一
施
設
化
、
新
給
食
セ

ン
タ
ー
稼
働
、
ま
た

１
８
０
億
円
の
新
ご
み

処
理
施
設
建
設
を
、
た

つ
の
市
と
進
め
て
お
り
、

今
後
は
そ
の
検
証
も
重

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

他
関
わ
る
部
分
も
多
く

都
度
所
管
事
務
調
査
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
調
査
で
あ
る
「
安

心
安
全
の
地
域
医
療
と

救
急
医
療
体
制
の
実
現

に
つ
い
て
」
に
取
り
組

む
に
あ
た
り
、
太
子
町

か
ら
多
く
の
救
急
患
者

を
受
け
入
れ
、
コ
ロ
ナ

病
棟
対
応
を
行
う
ツ
カ

ザ
キ
病
院
を
視
察
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
病
棟
を
視
察

し
、
夫
由
彦
院
長
よ
り

病
院
の
沿
革
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
等

説
明
を
受
け
意
見
交
換

し
た
。
西
播
磨
は
兵
庫

県
内
で
人
口
10
万
人
当

た
り
の
医
師
数
が
最
も

少
な
く
、
県
内
平
均

２
５
３
．
２
に
対
し
、

西
播
磨
は
１
６
３
．
５

で
あ
る
。（
次
に
少
な
い

地
域
は
丹
波
で
１
９
４
．

１
。）
西
播
磨
地
域
は
救

急
搬
送
の
６
割
を
他
医

療
圏
域
に
受
け
入
れ
さ

れ
る
状
況
。
数
字
や
実

態
か
ら
も
医
療
過
疎
地

と
言
え
る
。
ツ
カ
ザ
キ

病
院
の
救
急
患
者
受
け

入
れ
数
は
姫
路
市
に
次

い
で
太
子
町
が
２
位
。

隣
の
医
療
圏
域
と
は
言

え
近
隣
地
域
の
欠
か
せ

な
い
病
院
で
あ
る
。
現

在
病
床
数
は
２
５
３
床

で
あ
る
が
、
令
和
４
年

に
は
４
０
３
床
と
な
る
。

　

委
員
会
と
し
て
は
地
域

医
療
と
救
急
対
応
に
視
点

を
置
い
て
今
後
調
査
を
進

め
、
議
会
と
し
て
県
に
も

意
見
提
言
す
る
な
ど
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　

楢󠄀
野
正
樹
教
育
長
着

任
挨
拶
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
。

答　

恐
れ
過
ぎ
ず
、
あ

な
ど
ら
ず
子
ど
も
た
ち

に
示
し
た
い
。
こ
れ
ま

で
の
整
備
を
も
と
に
現

場
状
況
を
適
宜
把
握
し
、

ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま

せ
な
い
こ
と
を
最
重
要

に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
化
さ

せ
な
い
教
育
現
場
を
構

築
し
た
い
。

問　

前
教
育
長
と
町
長
の

意
見
の
齟そ

ご齬
が
あ
っ
た

が
、
就
任
依
頼
後
町
長
と

の
意
見
交
換
は
。
町
長
、

前
教
育
長
の
思
い
は
伝
わ

っ
て
い
る
か
。

答　

就
任
前
に
意
見
を
交

わ
す
場
は
な
か
っ
た
。
私

の
姿
勢
、
思
い
は
伝
え

た
。
経
歴
、
子
ど
も
た
ち

や
教
育
へ
の
思
い
は
理
解

い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い

る
。
就
任
後
、
ま
だ
具
体

な
議
論
は
な
い
。
教
育
行

政
、
教
育
委
員
会
の
運
営

に
つ
い
て
ビ
ジ
ョ
ン
や
簡

単
な
思
い
は
伝
え
た
。

問　

揖
龍
地
区
で
の
人
事

対
応
に
つ
い
て
。

答　

揖
龍
地
区
の
勤
務
経

験
は
な
く
事
情
に
明
る
く

な
い
。
担
当
課
長
、
指
導

主
事
、
社
会
教
育
主
事
、

学
校
教
育
指
導
員
と
教
職

員
の
情
報
を
共
有
し
、
現

場
に
足
を
運
び
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。
た

つ
の
市
教
育
長
と
の
連
携

を
密
に
進
め
る
。

問　

教
育
長
と
し
て
思
い

が
あ
れ
ば
聞
き
た
い
。
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

方
針
、
思
い
は
。

答　

町
長
と
教
育
委
員
会

と
の
ご
た
ご
た
は
耳
に
し

て
い
る
。
教
育
委
員
会
の

力
を
教
育
行
政
に
集
中
し

一
枚
岩
で
進
め
る
。
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
整

備
が
整
い
、
授
業
へ
の
活

用
を
開
始
し
て
い
る
。
教

育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
基

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告

福祉文教常任委員会の様子

コロナ病棟内グリーンゾーンでの説明

三
栄
会
ツ
カ
ザ
キ
病
院

三
栄
会
ツ
カ
ザ
キ
病
院

を
視
察

を
視
察

教
育
長
に
問
う

教
育
長
に
問
う

●
主
な
質
疑
応
答

10
月
13
日

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
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盤
と
し
た
先
端
技
術
の
活

用
は
必
須
。
個
別
最
適
化

さ
れ
た
創
造
性
あ
る
教
育

の
実
現
は
重
要
で
、
次
世

代
の
人
材
を
育
て
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
は
あ
く
ま
で
も
手
段
。

目
標
で
な
い
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
。

・「
情
報
技
術
の
活
用
に

よ
る
地
域
福
祉
と
新
た

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
に
つ
い
て
」

　

情
報
技
術
が
行
政
で
ど

の
程
度
活
用
さ
れ
て
い
る

か
担
当
者
を
呼
び
調
査

を
進
め
る
。
新
た
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
と

し
て
自
治
会
、
老
人
会
の

取
り
組
み
状
況
、
実
態

の
確
認
を
今
後
行
う
。

・
12
歳
以
上
の
児
童
生
徒

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

の
確
認
。

・
若
年
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
受
診
勧
奨
の
工
夫

と
接
種
状
況
の
確
認
。

・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３

回
目
接
種
に
つ
い
て

確
認
。

・「
太
子
町
に
お
け
る
文

化
財
の
整
備
と
展
示
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」

　

委
員
の
意
見
を
中
心
に

協
議
。

・「
安
心
安
全
の
地
域
医

療
と
救
急
医
療
体
制
の

実
現
に
つ
い
て
」

　

三
栄
会
ツ
カ
ザ
キ
病
院

の
視
察
決
定
。

　

条
例
３
件
に
つ
い
て
、

審
査
を
行
い
、
全
員
賛

成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
し
て
本
会
議
に

報
告
し
た
。

問　

分
配
金
は
具
体
的
に

ど
こ
に
充
て
る
の
か
。

答　

交
通
安
全
施
設
、
主

に
福
地
自
治
会
と
平
方
自

治
会
に
あ
る
歩
道
橋
の
補

修
工
事
費
に
充
て
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
、
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
区

画
線
の
整
備
、
反
射
鏡
に

使
用
予
定
。

問　

分
配
金
以
外
に
他
の

資
金
は
あ
る
か
。

答　

分
配
金
が
な
く
な

れ
ば
廃
止
条
例
を
提
案

す
る
。

（
修
正
を
検
討
し
た
が
、

意
見
を
付
帯
し
賛
成
）

問　

夜
間
照
明
の
使
用
時

間
は
。

答　

開
場
時
間
を
18
時
か

ら
21
時
ま
で
延
長
し
、
基

本
的
に
18
時
か
ら
21
時
ま

で
点
灯
す
る
。
季
節
的
に

暗
い
と
き
は
早
目
の
点
灯

を
対
応
し
た
い
。

問　

町
外
利
用
者
が
同
額

の
説
明
を
求
め
る
。

答　

姫
路
市
と
当
町
含

め
西
播
磨
４
市
３
町
の

方
は
、
町
内
居
住
者
の

扱
い
。
姫
路
市
と
西
播

磨
は
、
大
会
等
で
地
区

予
選
の
エ
リ
ア
と
な
る

場
合
が
多
い
。
中
学
校

の
部
活
等
で
も
交
流
の

機
会
が
多
く
、
近
隣
市

町
を
町
内
居
住
者
と
し

て
扱
う
。

問　

使
用
者
の
代
表
者
も

町
内
、
町
外
に
関
わ
ら
ず

同
列
に
扱
う
の
か
。

答　

そ
の
通
り
だ
。
し

か
し
姫
路
市
、
西
播
磨

以
外
の
代
表
者
が
使
用

す
る
場
合
１
０
０
円
加

算
の
対
象
。

【
付
帯
意
見
】

　

太
子
町
立
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
使
用
料
の
規
定
に

つ
い
て
、
姫
路
市
・
相

生
市
・
赤
穂
市
・
宍
粟

市
・
た
つ
の
市
・
上
郡
町
・

佐
用
町
に
住
所
を
有
す

る
者
を
町
内
居
住
者
と

み
な
す
点
に
関
し
て
、

当
局
側
の
考
え
方
、
新

た
な
施
設
を
十
分
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
視
点

は
理
解
す
る
が
、
他
市

町
の
方
の
使
用
に
よ
り

太
子
町
民
の
使
用
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。
文
言
が
分

か
り
に
く
い
等
の
問
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
使
用
状
況
を
検
証

し
つ
つ
、
条
例
の
見
直

し
も
含
め
た
制
度
設
計

の
検
討
を
行
い
、
町
民

と
近
隣
居
住
者
と
の
使

用
の
バ
ラ
ン
ス
の
適
正

化
を
図
る
こ
と
。

・「
太
子
町
に
お
け
る
文

化
財
の
整
備
と
展
示
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」

　

太
子
町
教
育
委
員
会
行

政
組
織
規
制
改
正
が
明

ら
か
に
な
り
、
77
条
報

告
は
次
回
の
定
例
会
に

報
告
す
る
。

・「
情
報
技
術
の
活
用
に

よ
る
地
域
福
祉
と
新
た

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
に
つ
い
て
」

　

次
回
、
高
年
介
護
課
よ

り
確
認
す
る
。

・
５
歳
か
ら
11
歳
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
。

・
社
会
教
育
課
の
組
織
改

編
が
ど
う
変
わ
っ
た
か

を
確
認
。

・
各
校
の
修
学
旅
行
に
つ

い
て
、
状
況
の
確
認
。

12
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問
一
般
質
問
追
跡

議

会

紹

介

委
員
会
報
告

11
月
10
日

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

課
題
調
査

課
題
調
査

12
月
６
日

付
託
案
件
審
査

太
子
町
立
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
主
な
質
疑
応
答

課
題
調
査

太
子
町
交
通
安
全
対
策
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
主
な
質
疑
応
答
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３月定例会予定
・2月24日（木）　【第1日／提案説明】
・3月   3日（木）　【第2日／一般質問】
・3月   4日（金）　【第3日／一般質問】
・3月   7日（月）　【第4日／議案質疑】
・3月25日（金）　【第5日／討論・採決】

　

本
号
で
は
、
議
会
活
動
を
も

っ
と
身
近
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
議
会
の
仕
組
み
な

ど
の
紹
介
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し

た
。
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
２
０
２
２
年
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
は
町
制

70
周
年
、
今
年
は
聖
徳
太
子
没

後
１
４
０
０
年
、
太
子
町
議
会

開
催
５
０
０
回
を
迎
え
る
節
目

の
年
で
す
。
太
子
の
教
え
を
守
っ

て
１
４
０
０
年
。
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
き
た「
和
の
精
神
」
を

こ
れ
か
ら
先
も
し
っ
か
り
未
来
へ

紡
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
松
浦 

崇
志　

記
）

編
集
後
記

◆
編
集

広
報
広
聴
委
員
会

委  

員  

長　

出
原　
　

賢
治

副
委
員
長　

吉
田　
　

正
之

委　
　

員　

藤
澤　

元
之
介

　
　
〃　
　

首
藤　
　

佳
隆

　
　
〃　
　

上
山　
　

隆
弘

　
　
〃　
　

長
谷
川　

正
信

　
　
〃　
　

松
浦　
　

崇
志

「声」「声」「声」「声」「声」

議会だよりを

読んでのご感想など

�お聴かせください。

あなたの　　　  を

お聴かせください

お問い合わせは太子町議会事務局 まで

太子町議会だより

マスコットキャラクター

たいしん

議会傍聴に
お越しください！
議会傍聴に
お越しください！
議会傍聴に
お越しください！

　３月定例会の予定は、左記のとおりですが、変更する
場合がありますので、正式日程はホームページまたは
議会事務局までお問い合わせ下さい。

◆お知らせ

〇
石
海
小
学
校
の
現
校
舎
が
完
成
し
て
、ち
ょ
う
ど

〇
石
海
小
学
校
の
現
校
舎
が
完
成
し
て
、ち
ょ
う
ど
5050
年年

　

今
か
ら
50
年
前
の
昭
和
47
年（
１
９
７
２
年
）３
月
に
、現
在
の
石
海
小
学
校
の
校
舎
が
完

成
し
、そ
の
年
の
４
月
か
ら
新
校
舎
で
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。そ
の
と
き
、正
面
玄
関
に
飾
ら

れ
た
の
が
、時
の
内
閣
総
理
大
臣
だ
っ
た
佐
藤
栄
作
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た
書
で
し
た
。そ
の

書
は
、縦
四
十
㌢
、横
一
・
五
㍍
の
和
紙
に
、佐
藤
総
理
の
直
筆
で
、「
あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

力
い
っ
ぱ
い
」と
い
う
石
海
小
学
校
の
校
訓
が
力
強
く
書
か
れ
て
い
る
。

〇
で
は
何
故
、こ
の
書
が
あ
る
の
か
？

〇
で
は
何
故
、こ
の
書
が
あ
る
の
か
？

　

新
校
舎
が
完
成
す
る
二
年
ほ
ど
前（
昭
和
44
年
の
暮
れ
）、当
時
小
学
校
５
年
生
だ
っ
た
三

輪
恭
子
さ
ん（
宮
本
）が
、「
働
く
人
」が
テ
ー
マ
の
版
画
に
日
本
で
一
番
忙
し
い
総
理
大
臣
を

彫
っ
た
と
こ
ろ
、担
任
の
先
生
か
ら
総
理
に
送
っ
て
み
た
ら
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。「
忙

し
い
総
理
が
見
て
く
れ
る
か
な
…
」と
思
い
な
が
ら
手
紙
を
添
え
て
送
っ
た
と
こ
ろ
、佐
藤

総
理
が「
私
に
似
て
い
て
、非
常
に
よ
く
で
き
て
い
る
」と
自
身
の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
で
披
露

す
る
な
ど
大
喜
び
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
、総
理
夫
人
か
ら
三
輪
さ
ん
に「
心
の
こ
も
っ
た
版
画
を
あ
り
が
と
う
。首
相
に
で
き
る

こ
と
な
ら
何
で
も
し
ま
す
か
ら
遠
慮
な
く
言
っ
て
く
だ
さ
い
」と
書

か
れ
た
令
状
が
届
い
た
そ
う
だ
。そ
こ
で
、三
輪
さ
ん
は
同
級
生
や

担
任
、校
長
先
生
な
ど
と
相
談
し
、い
つ
ま
で
も
学
校
に
残
る
物
を

と
い
う
こ
と
で
、校
訓
を
書
い
て
も
ら
お
う
と
お
願
い
し
て
み
た
。

〇
約
束
を
守
っ
た
総
理
大
臣
に
大
喜
び
の
子
ど
も
た
ち

〇
約
束
を
守
っ
た
総
理
大
臣
に
大
喜
び
の
子
ど
も
た
ち

　

子
ど
も
た
ち
は「
ほ
ん
ま
に
書
い
て
く
れ
る
や
ろ
か
…
」と
半
信
半
疑
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、地
元

出
身
の
河
本
敏
夫
郵
政
大
臣（
当
時
）を
通
し
て
石
海
小
学
校
に
大
き
な
荷
物
が
届
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
書
を
見
た
三
輪
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
は
、「
さ
す
が
は
総
理
大
臣
や
。私
た
ち
の
よ
う
な
子

ど
も
の
願
い
で
も
聞
い
て
く
れ
る
。私
た
ち
も
総
理
が
書
い
て
く
れ
た
校
訓
を
守
っ
て
、立
派
な
人

間
に
な
ら
な
け
れ
ば
」と
大
喜
び
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

そ
れ
か
ら
、50
年
。今
も
石
海
小
学
校
の
校
長
室
に

飾
ら
れ
、子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
を
聞
き
続
け
て
い
る

総
理
か
ら
贈
ら
れ
た
書
と
三
輪
さ
ん
の
版
画
の
佐
藤

さ
ん
の
大
き
な
耳
を
見
な
が
ら
、政
治
に
関
わ
る
者

は
、子
ど
も
た
ち
の
声
も
し
っ
か
り
と
聞
い
て
、約
束

し
た
こ
と
は
き
ち
ん
と
守
ら
な
け
れ
ば
と
、気
を
引

き
締
め
直
し
た
！

（
首
藤 

佳
隆　

記
）

50年50年、、子どもたちを見守り続けた子どもたちを見守り続けた総理大臣の書総理大臣の書

玉田恭子さん
（旧姓：三輪さん）

横浜市在住


